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iVEAT 福岡 Veterinary Specialty Practice (VSP) 

最近の活動 

 ⼤阪での腹部超⾳波実習６回シリーズを
再開し、先⽉終了しました。継続して、今
⽉ 20 ⽇から、実習を⾏います。 

 福岡での６回シリーズも終わり、来週か
ら新シリーズを開始しますが、⽊曜⽇コー
スにお⼀⼈だけなので、かなり、密度の⾼
い勉強になると思います。 

 福岡で⾏っている腹部超⾳波集中実習 2
⽇間コースは１⼈や６⼈など、参加者にば
らつきはありますが、楽しんで、勉強して
いただいています。⼣⾷会は美味しい⼿料
理を作っていますので、ぜひご参加くださ
い。 

 また、今⽉ 6 ⽇と 7 ⽇は千葉で 2 ⽇間
コースを⾏います。4 名の参加者がおられ
ます。夜は焼⾁にしました。 

 毎週、レジデントの森⽥先⽣の教育とし
て、講義をしています。Zoom で録画し、
それを森⽥先⽣が YouTube サイト（FVSP 
iVEAT）に上げてくれています。当時の⼤
阪府⽴⼤学で⾏った講義はもだ終わってい
ませんが、早急に全講義をアップして、学
⽣の皆様に参考にしてもらえればと思いま
す。 

 師⾛で気忙しいですが、みなさん、飼い
主さんのために頑張りましょう。 

アメリカ獣医放射線学会認定専⾨医      

           宮林 孝仁 

         

しばらくニュースレターを書けていませんでした。確実に私のズボラで
す。今は 5 ⽉から来ていただいているレジデントの森⽥先⽣の卒業研究
を始めています。第⼀段階では、リニアプローブとコンベックスプロー
ブを⽤いて、Fujifilm 製 750 を使⽤し、世界標準基準のファントムを⽤
いて、シアウェーブの特性を⾒る研究を⾏いました。それに基づいて、
第２段階として、実際に研究所をワンちゃんを使って、どのように当て
れば、肝臓の値が⼀番コンスタントに得られるかの研究をしています。 

 

さらに、今回、特別に韓国の Samsungから V８という装置をお借りし
て、同様の研究を⾏いました。今、その結果を分析中です。ということ
で、来年10 ⽉ 30 ⽇から 11⽉ 2 ⽇までバージニア州ノーフォークで⾏
われる ACVR年次⼤会の抄録受付には間に合いそうです。それまでにや
や円⾼になり、また、航空運賃が安くなることを祈るばかりです。 

 

世界獣医放射線協会の 2026年⼤会に正式に⽴候補しました。7 ⽉ 12
⽇から 16 ⽇まで、福岡県宗像市のロイヤルホテルを借り切って⾏いま
す。主催は⽇本獣医画像研究会です。研究会もようやく第１回研究会を
11⽉に福岡市で⾏うことができました。次回は、横浜で４⽉ 11⽇を予
定しています。 

 

あとは当研究所の売り上げ向上を⽬指すだけですね。腹部超⾳波実習や
フィルム読影なども継続して⾏なっていますので、ご検討ください。 

http://www.iveat.jp/index.html  

Merry Christmas 


